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新年度に入って 2カ月が過ぎました。私の同級生の多くは定年退職後も新たな職

場で仕事を続けていますが、「のびのび暮らしたい」と、きっぱりと引退した人も

います。 

 先日、そんな一人が石神の丘美術館に来てくれました。 

「毎日が日曜日という生活は二週間で飽きてしまった。やりたいこと、やろうと思

っていたことが山ほどあると思っていたのに…」 

 山登りや福祉関係のNPO活動などに熱心な彼のこと、毎日忙しくしていると思

っていたので、これは意外でした。現役時代、忙しい合間を縫っての活動だったか

らこそ充実していたのかもしれません。 

 別れ際の次の言葉も印象的でした。 

「仕事をしていたころは美術館へ行くことなんて優先順位がずっと下のほうだっ

たが、こんなにいい気持ちになれるのなら、優先順位をもっと上にしておくべきだ

った。いや、美術館の心地よさがわかる年齢になったということにしておこうかな」 

 彼の言葉から私は何かヒントをもらったように思いました。 

 定年退職をきっかけに断捨離を決行した（あるいは、決行中）という方も少なく

ないようです。仕事を持っていると、「また何かのときに必要になるかもしれない」

と本や資料などをなかなか手放すことができませんから、タイミングとしては相応

しいのですが、いや、これもなかなか思ったようにはいかないようです。 

「未練だとわかっているんだけど」 

 と、断捨離を決行できずにいる知人がボヤいてました。 

 人生も同じだと思います。本来、年齢とともに余分なものを捨て去ってゆき、大

切なもの（本質）だけが残るという生き方が理想です。枯淡の境地というやつです。

しかし、私などは枯淡の境地にはほど遠く、年齢を重ねるとともに埃が分厚く積も

り、本質どころか表面さえ覆い隠しています。 

 ふと、ピカソのエピソードを思いだしました。「まるで子どもが描いた絵だ」と

いう批評に対して、「80歳を過ぎて、ようやく子どものように描けるようになった」

とピカソは言ったのです。 

 企画展『風を追いかけて～重石晃子展』を開催（6月 4日まで）した重石さんは

風景画を主題となさっていますが、長く山の絵を描いてきませんでした。山は「父

親を連想させる」からだそうです。その重石さんが山の絵を描くようになったのは、

やはり年齢の積み重ねによるものでしょう。 

 ピカソにしろ重石さんにしろ、絵は私たちにさまざまなことを教えてくれます。  



 

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

 

   

 

 

 [容器一杯（５０本程度）／料金３００円] 

＊マーブルアート・ビーズクラフト [６/２４（土）／５００円～] 

＊ドライフラワーのアレンジメント [６/２５（日）、７/２（日）／８００円] 

＊アロマ体験教室 [７/１（土）／５００円～] 

＊スクラップブッキング [７/８（土）／８００円～] 

＊ポーセラーツ [７/９（日）／カップ１，０００円～、小物７００円～] 

 [７/８（土）、９（日）／１０:００～１５:００まで／料金３００円] 

ドライフラワー、ラベンダーオイルなどを期間限定販売いたします 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９５４年、岩手県花巻市生まれの瀬川強（せがわ 

つよし）は、カタクリに魅かれ湯田町（現西和賀町）

に移住しました。その後、「カタクリの会」を結成、

西和賀を拠点に自然観察会を主宰するとともに

写真家として厳しくも美しい自然を撮影し続けて

きました。 

撮影した写真をまとめた著書に『雪国の草花』、

『奥羽の自然 西和賀大地』、『西和賀 カタクリの

里』、『フォト ネイチャー エッセンス』等がありま

す。 

本展では四季の風景写真と心象写真を中心に

紹介します。 

開館時間：９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

休 館 日：６/１９（月）、７/１０（月）、７/１８（火） 

観覧料金：一般３００円／大･高生２００円 

中学生以下無料 

《錦秋湖杉映す》                                                 《誕生》 

展覧会関連イベント 

◆対談・ギャラリートーク 

瀬川 強（出品作家）× 斎藤 純（芸術監督） 

６月１７日（土）１３：３０～／美術館ホール 

◆ラトゥール・カルテットコンサート 

７月１７日（月・祝）１７：３０～ 

盛岡市を拠点に活躍する弦楽四重奏団 

ラトゥール・カルテットのコンサート。 

コラボ企画として、コンサート中 瀬川強さんが

撮影した写真を投影します。 

◆道の駅「石神の丘」コラボ企画 

産地直売所／西和賀フェア 

レストラン／西和賀食材特別メニュー 

会期中、美術館に隣接する道の駅「石神の

丘」では西和賀の物産販売や特別メニュー 

の提供を行います。 

瀬川 強 

イーハトーヴ西和賀 写真展 

特別コラボメニュー 

大学生世代野外音楽フェスティバル！ 

カカカレレレッッッジジジオオオブブブロロロッッッククク   
ｉｉｉｎｎｎ石石石神神神ののの丘丘丘       

 

 

２０１７.６.１８（日）    
１０：３０開演 入場無料 

会場：石神の丘美術館特設野外ステージ 

県内大学生バンドなど総勢 19組が出演。 

ゲストアーティスト・いなむら（岩手町在住）によ

るスペシャルライブも開催決定！ 

岩手町の食材もりだくさんの特設フードコート

もあります。ぜひお出かけください！ 

道の駅石神の丘・道路情報休憩施設では「カ

レッジオブロック写真展」も開催中！ 


